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注意事項

１．受験番号と氏名は解答用紙の所定の記入欄にそれぞれ記入してください。

２．受験番号は所定欄の枠の中に１字１字記入してください。

３．解答は，必ず解答用紙の所定の欄に記入してください。

４．この問題冊子の余白を計算および下書きに用いてください。・

５．この問題冊子の総ページ数は１２ページです。試験開始の合図とともにすべての

ページが揃っているかどうか確認してください。ページの脱落や重複があった

ら直ちに監督者に申し出てください。

６．この問題冊子は，試験終了後に持ち帰ってください。
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［Ｉ］

以下の文章の空欄に適切な数または式を入れて文章を完成させなさい。

（ １ ） 刎 ま ３ 以 上 の 奇 数 と し て ， 多 項 式 Ｐ （ ｚ ） ＝ が - ｃ ； ２ 一 加 ＋ ２ を 考 え る 。 ？ （ 功 が

２；２-４で割り切れＩるときはα＝［：ぐ白］，＆＝「：（ドド）であり，（ｊｒ＋１）２で割り切

れるときはα＝：ドス‾万レア〕，＆｜＝トソ］えう‾つである。

（２）３つの行列

ｙ１ 一
一 （１５ １

ｊ『ｊ召 一
一 ｊＭ Ｏ

０１ノ

の問にｙト＝召Ｃの関係があるとき，ｊ『

う ｃｏｓθ-ｓｉｎθ

ｓｉｎθｃｏｓθ ）
θニ「マ‾ミ‾」‾‾‾１であ声．ただしＯ＜θくπとする．

（３）方程式２ヱし！／万ｌ-Ｆ万臨十２，／＋１１１＝ｏが表す曲線は，頂｜点が（（：ｘｊ）］□∧こと‾ΞＴｎ）と

⊃

の双曲線で，その漸近線の方程式はｙ＝Ｏ玉戸〕およびび＝トドミぶうである．ェ

- ４

＝ 同 ， μ ＝ ／ ， １ ノ ＝ ロ ，
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［Ｈ］

以下 の 文 章 の 空 欄 に 適 切 な 数 ま た は 式 を 入 れて 文 章 を 完 成 さ せ な さ い 。 ま た ， 設 問

（６）に答えなさい。

７７を３以上の自然数，ｌｙを２以上の自然数とする。袋の中に１から７２までの番号が１つ

ずつ書かれた，７個の玉が入っている。ここで次の操作を，・回繰り返し行う。

操作
袋の中から玉１個を等確率で取り出し，その番号を記録した上で袋に戻す。

集合び＝｛１，２，…，副を全体集合とし，ぴの部分集合

ｙ１＝にしｒは７・回の操作のいずれかで記録された番号｝

を考える。

（１）ｙ１∩｛１，２｝≒φとなる確率は「：ぐみ」ニ］である。

（２）ｊ⊂｛１，２｝またはｊｌ⊂｛１，３｝となる確率はト‾良‾了丿である。

（３）集合ｙ１の要素の個数が２となる確率はロ才う‾ｊ‾」である。

（４）λ⊂｛１，２，…，７ｚ-２｝となる確率は［ソメレド］である。っここで万は｜びを全体集合

としたときのｙ１の補集合を表す。

（５）ん＝１，２，…バフに対して，集合ｙ１の要素の最大値がんとなる確率を飢とすると

飢＝卜と‾ｊミｊ‾Ｓ‾つである。

（６）集合召＝｛２仏ｒＧ川を考える。ｒ＝２のとき，集合ぶの要素の最大値の期待値£

を求めなさい。

６



レ

一 下 書 き 計 算 用 -

- ７ -



皿］
以下の文章の空欄１と適切な数または式を入れて文章を完成させなさい。

平面内に同一直線上にない３点Ａ，Ｂ，Ｃをとり，ＡＢ＝３，ＢＣ＝１，ＡＣ＝乙とする。

また直線ＡＣに関し七Ｂの反対側に点Ｄをとり，ＣＤ＝２とする。

（１）△ＡＢＣの外Ｉ接円の半径は「‾ｋＪｉシ戸｜であり，１＝「‾と４ニｙつのとヽ ｉ！・トｊ‾あ‾∩｜は

最小となる。また，四角形ＡＢＣＤが円に内接するとき，ＡＤ＝レ］］ｊ）コザある。

（２）△ＡＢｃの内接円の半径はトて石つである。

（３）四角形ＡＢＣＤの各辺がひとつの共通の円に接しているときＡＤ＝ロダ≠アつで

あり，その円め半径はしく才万口である。っ丿｜＝レマｙドスのとｉｌｉサトモ‾ぷア‾」｜は最大と

なる。
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［ＩＶ］

以下の文章の空欄に適切な数または式を入れて文章を完成させなさい。また，設問（３）

に答えなさい。

関数！／＝犬および！／＝カレ（ただした＞１）のグラフのｊｒ＞㈲こ対する部分をそれぞれ

曲線Ｃ１，Ｃ２とする。池線Ｃ２上の点Ｐ （：づ） を通って負の傾き７７２をもつ直線Ｚが曲線

Ｃ１と交わる２点のうち，ｚ座標の小さいほうをＡしＩＪＩ），ヱ座標の大きいほうを

ＢＧｒ２，！／２）とする。また直線Ｚと曲線Ｃ１で囲まれる領域の面積をＳとする。

（１）ＡＢ＝／［スズ（ニ）である。また，７７＜Ｏを固定し，ａを正の実数全体にわたって

動かすとき，α＝トと‾ふずつにおいてＡＢは最小値をとる。

（２）α＞Ｏを固定するとき，ＡＰ＝＝ＰＢが成り立つような，刀の値は「‾と‾ｙｙつである。

（３）α＞Ｏを固定し，７７２を負の実数全体にわたって動かすとき，ｊｒ１，ｊｒ２，Ｓを７７７の関数

と考えてそれぞれＪ１㈲），Ｊ２㈲），ｓ㈲）と書く。ｓ㈲）の導関数首ｓ㈲）を

ｊｒ１（ｍ），ｊｒ２（７７７）を用いた式で表しなさい。またｓ（ｍ）は７７ｚ＝「マミｙｙ‾‾」において

最小値をとることを示しなさい。

（４）ｍ＝「‾らう¬に対するｓ（硝の値をｓｏとすると乱＝「石石¬である。した

がってＳｏはαの値にはよらず，んだけで定まる。
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